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交差点事故をなくそう 歩行者・自転車 再確認

夜間、深夜の事故防止

① 夜間は、スピード超過をしない
② 夜間は、ハイビーム走行で、少しでも早く危険を発見する
③ 夜間は、対向車のハイビームを見たら、ブレーキを踏んで、警戒する

中央分離帯、歩道の草木が高く伸びています
歩行者､自転車､乗用車が出て来るかもしれません

ウインカーを早めに点灯させましょう

歩行者は、「鉄の塊」から身を守るものは何もありません
運転に集中しましょう

バックする時 「たぶんいないだろう･･･」は、ダメ

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

大型トラックの左側の後輪のタイヤが外れ
対向のトラックの前部に衝突

トラックの男性が太もも骨折の重傷
◇脱落するタイヤは、左後軸が全体の90％強◇

◇タイヤ・ホイール・ハブボルトの点検を確実に行いましょう◇
◇タイヤ交換後の増し締めの確実な実施を ◇

２０２３／６／２８（金）
２８日午前５時まえ、茨城県の首都圏中央連絡自動車道で、走行中の大型トラックのタイヤ１本が外れ、対向を走

っていたトラックの前部にぶつかりました。トラックの男性会社員（２９）が左太ももを骨折する重傷を負いまし
た。高速隊は、タイヤが外れた原因を調べ、大型トラックを運転していた男性運転手（４７）から話を聞いている
。高速隊によると、大型トラックには前輪にタイヤ２本、後輪に８本が付いており、外れたのは左の後輪。運転手
は脱輪に気付かず走行し、約１０キロ先のＩＣ付近で異常に気付いて停車したという。

右折矢印の信号で、右折の乗用車と直進バイクが衝突
バイクの18歳の男性、死亡

右折の乗用車のドラレコには信号機“右折矢印”が点灯していた
◇右折の矢印で右折する場合、直進車が止まらず来るかもしれない◇

２０２４／６／２８（金）
２６日午後９時６分ごろ、埼玉県の国道の信号交差点で、直進していた男性（１８）が運転するバイクが、対向を右

折した乗用車と衝突。その後、信号待ちで停車していた自転車とも衝突しました。バイクの男性は頭を強く打ち
死亡が確認された。乗用車の男性（６２）と自転車の女性（２５）はいずれも軽傷。乗用車のドライブレコーダーに
よると、信号は右折の矢印が点灯していたという。

サロマ湖で湖に落ちた鉄板を引き上げる作業
潜水士の男性が死亡

鉄板を吊り上げるためのワイヤーが男性潜水士の体にからまり
２０２４年０６月２８日

２７日、サロマ湖で湖に落ちた鉄板を引き上げる作業をしていた潜水士の男性が意識不明となっていた事故で、
この男性が搬送先の病院で死亡しました。２７日午前９時すぎ、サロマ湖の湖口で、湖に落ちた鉄板を引き上げる
作業をしていた人から、「一緒に作業をしていた潜水士の意識がない」と消防に通報がありました。潜水士の男
性（３０）が救助され、意識不明の状態で遠軽町の病院に搬送されましたが、およそ９時間後に死亡しました。


